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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

９/2０現在 

父島 

100/100 

母島  

87.9/100 

８月気象状況    （父島） 

最高気温   31.5℃ 

最低気温   26.4℃ 

平均気温   28.6℃ 

平均湿度   87％ 

月降水量  103.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（９/1） 

          2,569人 

           父島        母島                

  人口    2,118人    451人 

  世帯    1,233       269 

                   
  

                            

  

２
０
２
０
年
10
月
、
政
府
は
２
０
５
０
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
を
目
指
す
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。
こ
の
動
き

を
受
け
て
、
村
で
は
９
月
12
日
の
村
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
表
明
し

ま
し
た
。 

ま
ず
は
身
近
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
今
後
、
地
域
か
ら
排
出
さ
れ
る

温
室
効
果
ガ
ス
を
ど
の
よ
う
に
削
減
し
て
い
く
か
、

施
策
・
取
り
組
み
の
具
体
化
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。 

 

※
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
と
は 

環
境
省
で
は
、「
２
０
５
０
年
に
二
酸
化
炭
素
排
出

量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
旨
を
表
明
し

た
地
方
自
治
体
」
を
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
と
し
て

い
ま
す
。 

「
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
」
と
は
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
人
為
的
な
発
生
源
に
よ
る
排
出
量

と
、
森
林
等
の
吸
収
源
に
よ
る
除
去
量
と
の
間
の
均

衡
を
達
成
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。 

  

人
々
の
暮
ら
し
と
島
々
の
自
然
を
守
り
紡
い

で
い
く
た
め
に
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化

炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
！ 

 

小
笠
原
村
は
私
た
ち
が
住
む
父
島
と
母
島
の
ほ
か

に
、
硫
黄
島
や
、
貴
重
な
生
き
物
が
暮
ら
す
多
く
の

島
々
が
あ
り
、
そ
の
多
く
は
世
界
自
然
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
大
渇
水
や
台
風
の

直
撃
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
、
ど
の
島
も
繰
り
返
し
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
異
常
気

象
は
地
球
規
模
で
進
行
す
る
気
候
変
動
が
要
因
の
一

つ
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
、
さ
ら
な
る
気
候
変
動

に
よ
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
自
然
環
境
の
危
機
が

予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
分
た
ち
の
こ
と
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
喫
緊
の
課
題
で
す
。 

２
０
１
５
年
の
パ
リ
協
定
で
は
、
産
業
革
命
か
ら

の
平
均
気
温
上
昇
を
１
・
５
度
に
抑
え
る
よ
う
努
力

目
標
が
示
さ
れ
、
２
０
１
８
年
に
公
表
さ
れ
た
国
連

の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル(

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ)

の
特
別
報
告
書
で
は
、
気
温
上
昇
を
２
度
よ
り
リ
ス

ク
の
低
い
１
・
５
度
に
抑
え
る
た
め
に
は
、「
２
０

５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
」

に
す
る
こ
と
が
必
要
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

小
笠
原
村
に
お
い
て
も
「
心
豊
か
に
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
島
」
の
実
現
に
向
け
て
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
取
組
を
よ
り
一
層
加
速
さ
せ
、
私
た
ち
の
生
活
を

守
る
た
め
、
か
け
が
え
の
な
い
豊
か
な
自
然
を
次
世

代
へ
と
紡
い
で
い
く
た
め
に
、
村
民
、
事
業
者
、
来

島
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
、
小

笠
原
村
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
へ
挑
戦
す

る
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。 

    
 

 

当
村
で
は
父
島
、
母
島
の
各
島
で
医
師
や
看
護
師

を
は
じ
め
と
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
日
々
村
民
や
来
島
さ

れ
た
方
の
医
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
ケ

ガ
や
病
気
の
場
合
は
、
海
上
自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
本
土
に
航
空
機
で
搬
送
し

て
の
治
療
と
な
り
ま
す
。 

  

今
年(

令
和
４
年)

５
月
の
搬
送
を
も
っ
て
、
海
上

自
衛
隊
に
よ
る
救
急
患
者
搬
送
が
延
べ
１
千
回
を
数

え
ま
し
た
。 

 

こ
の
こ
と
に
感
謝
の
意
を
伝
え
る
た
め
、
去
る
８

月
26
日
に
、
東
京
都
知
事
、
小
笠
原
村
長
よ
り
、

海
上
自
衛
隊
航
空
集
団
司
令
部
、
同
第
４
航
空
群

(

厚
木
基
地)

、
第
21
航
空
群(

館
山
基
地)

、
第
31

航
空
群(

岩
国
基
地)
に
対
し
て
感
謝
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。 

 

               

な
お
感
謝
状
の
贈
呈
に
は
、
以
前
に
緊
急
搬
送
を

経
験
さ
れ
た
松
崎
圭
子
氏
、
貝
吹
由
貝
氏
に
ご
同
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
９
月
20
日
に
は
、
海
上
自
衛
隊
父
島
基

地
分
遣
隊
に
対
し
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

               

今
後
、
海
上
自
衛
隊
硫
黄
島
航
空
基
地
隊
に
対
し

て
も
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 
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海
上
自
衛
隊
に
よ
る
小
笠
原
諸
島
救
急
患
者

搬
送
に
対
し
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た 

 

小
笠
原
村「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」(

原
文) 

 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
の
表
明
に
つ
い
て 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
等
に
よ
る
燃
料
油
高
騰
・
物
価
上
昇
の
影
響
を

受
け
て
い
る
村
民
の
皆
さ
ま
の
経
済
的
負
担
軽
減

と
、
消
費
喚
起
を
促
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、「
小
笠
原
村
民
利
用
商
品
券
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
主
た
る

財
源
と
し
て
村
民
一
人
あ
た
り
２
万
円
の
商
品
券

「
小
笠
原
村
民
み
ん
な
の
ク
ー
ポ
ン
券(
２
０
２

２)

」
を
交
付
し
ま
す
。 

         

【
対
象
者
】
令
和
４
年
10
月
１
日
時
点
で
小
笠
原

村
に
住
民
登
録
の
あ
る
方 

 

【
交
付
額
】
対
象
者
１
人
に
つ
き
２
万
円
分 

(

商
品
券
１
千
円×

20
枚) 

《
内
訳
》 

・「
飲
食
店
専
用
券
」…

飲
食
店
専
用
券
取
扱
店
舗

で
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

(

１
千
円×

２
枚=

２
千
円) 

・「
取
扱
店
共
通
券
」…

す
べ
て
の
取
扱
店
で
利
用

で
き
ま
す
。 

(

１
千
円×

18
枚=

１
万
８
千
円) 

 

【
交
付
方
法
】
対
象
者
の
住
民
登
録
地
へ
、
10
月

下
旬
か
ら
簡
易
書
留
に
て
郵
送
し

ま
す
。 

※
申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。 

 

ご
不
在
の
場
合
は
、
不
在
連
絡
票
が
投
函
さ
れ
ま

す
の
で
郵
便
局
に
お
問
合
せ
い
た
だ
き
、
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
長
期
不
在
等
で
郵
便
局
で
の
保
管
期
間
が

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
総
務
課
総
務
係
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

【
使
用
期
間
】
令
和
４
年
11
月
１
日(

火)

～ 

令
和
５
年
２
月
28
日(

火) 

【
利
用
可
能
店
舗
】 

・
郵
送
す
る
商
品
券
に
取
扱
店
を
記
載
し
た
案
内
を

同
封
い
た
し
ま
す
。 

・
新
た
に
登
録
さ
れ
る
取
扱
店
は
、
小
笠
原
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
村
内
掲
示
板(

父
島
：
役
場
前 

母

島
：
支
所
前)

で
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 
《
掲
載
Ｕ
Ｒ
Ｌ
》

https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/minn

anocouponken/  

 

【
そ
の
他
】 

詳
細
は
商
品
券
に
同
封
さ
れ
る
案
内
、
小
笠
原
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 
２―

３
１
１
１ 

     

村
内
に
お
い
て
「
小
笠
原
村
民
み
ん
な
の
ク
ー
ポ

ン
券(

２
０
２
２)

」
の
利
用
で
き
る
店
舗
（
取
扱
事

業
者
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

【
取
扱
事
業
者
応
募
資
格
】 

村
内
に
店
舗
、
事
業
所
を
有
し
て
い
る
こ
と 

 

※
業
種
は
問
い
ま
せ
ん
。 

 

  

【
申
込
方
法
】 

指
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
振
込

先
が
わ
か
る
物
と
併
せ
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

※
申
込
書
は
提
出
先
に
も
ご
用
意
が
あ
り
ま
す
。 

※
10
月
７
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
の
あ
っ
た
事
業

者
様
は
、
村
民
向
け
商
品
券
配
布
の
際
、
取
扱
店
リ

ス
ト
に
掲
載
し
ま
す
。
８
日
以
降
に
お
申
し
込
み
い

た
だ
い
た
店
舗
に
お
い
て
は
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
順
次
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。 

 

【
提
出
先
】
村
役
場
産
業
観
光
課
・
母
島
支
所 

 

【
商
品
券
の
換
金
方
法
】 

使
用
さ
れ
た
商
品
券
と
指
定
の
換
金
請
求
書
と
併

せ
て
、
村
役
場
財
政
課
又
は
母
島
支
所
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。
期
日
を
定
め
指
定
の
口
座
に
お
振
込
み
し

ま
す
。 

 

【
換
金
請
求
期
間
】
令
和
４
年
11
月
１
日(

火)

～ 

令
和
５
年
３
月
31
日(

金) 

 

【
そ
の
他
】 

本
商
品
券
の
対
象
と
な
ら
な
い
商
品
等
が
あ
り
ま

す
。
申
込
方
法
、
換
金
方
法
と
併
せ
て
、
詳
細
を
小

笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
  

２―

３
１
１
４ 

   
８
月
19
日
に
、
母
島
の
下
水
処
理
施
設
に
お
い

て
異
臭
を
伴
う
異
物(

液
体)

の
流
入
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
燃
料
や
有
機
溶
剤
は
、
絶
対
に
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
引
火
に
よ
る
爆
発
、
下
水
管
の
破
損
、

処
理
機
能
不
全
等
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。
清
潔 

な
生
活
環
境
お
よ
び
公
共
用
水
域
の
保
全
の
た
め
に

も
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
各
個
人
が
正
し
い
生
活
排

水
を
心
が
け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

台
所
で
は
・
・
・ 

 

使
用
済
み
の
油
は
台
所
の
排
水
口
に
流
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
固
め
た
り
、
新
聞
紙
等
の
紙
に
吸
い
込

ま
せ
て
か
ら
、
可
燃
ご
み
で
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

同
様
に
、
野
菜
く
ず
、
魚
の
あ
ら
、
タ
バ
コ
の
吸
殻

等
も
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

ト
イ
レ
で
は
・
・
・ 

 

市
販
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
紙
お
む
つ
、
生
理
用

品
等
は
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
を
流
す
と
、
ト
イ
レ
詰
り
の
原
因

に
な
り
ま
す
。 

 

風
呂
場
で
は
・
・
・ 

 

排
水
口
に
で
き
る
だ
け
網
皿
を
つ
け
、
髪
の
毛
等

が
流
れ
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
シ
ャ
ン
プ
ー

の
蓋
や
、
石
け
ん
等
が
流
出
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。 

 

洗
剤
の
使
用
・
・
・ 

 

洗
剤
、
漂
白
剤
は
適
量
を
使
い
ま
し
ょ
う
。 

 

そ
の
他
・
・
・ 

 

廃
油
、
ペ
ン
キ
、
溶
剤
、
モ
ル
タ
ル
等
は
下
水
管

路
に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、
処
理
場
で
の
汚

水
処
理
機
能
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
の

で
、
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

小
笠
原
の
処
理
場
で
は
バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
る
生
物

処
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
一
度
機
能
低
下
す
る
と

回
復
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
そ
の
間
の
汚
水

処
理
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２―

３
１
１
５ 

母
島
支
所
施
設
係 

 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

 

  

村
内
で
使
え
る
商
品
券
を
お
届
け
し
ま
す 

「
小
笠
原
村
民
み
ん
な
の
ク
ー
ポ
ン
券(

２
０
２
２) 

「
小
笠
原
村
民
み
ん
な
の
ク
ー
ポ
ン
券(
２
０
２
２)

取
扱
事
業
者
募
集
に
つ
い
て 

家
庭
・
事
業
所
か
ら
の
生
活
排
水
に
つ
い
て 
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◎
体
験
会 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
使
い
で
な
い
方
や
、
操
作

に
不
慣
れ
な
方
が
、
楽
し
み
な
が
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
各
種
ア
プ
リ
の
活
用
を
体
験
で
き
る
、
教
室
形

式
の
体
験
会
で
す
。 

【
対
象
】 

60
歳
以
上
の
村
民
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お

持
ち
で
な
い
方
・
使
い
慣
れ
て
い
な
い
方 

 【
申
込
方
法
】 

10
月
21
日(

金)

ま
で
に
、
申
込
窓
口
か
お
電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い 

 【
持
ち
物
】 

 

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち

で
な
い
方
も
、
会
場
で
デ
モ
機
を
貸
し
出
し
ま
す
。

ご
自
身
が
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
た
い
場
合
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

【
参
加
費
】
無
料 

 

【
開
催
日
時
・
会
場
】 

《
父
島
》
10
月
27
日(

木)

午
後
２
時
～
５
時 

 
 
 
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

《
母
島
》
10
月
28
日(

金)

午
後
２
時
～
５
時 

 
 
 
 

村
民
会
館
体
育
室 

 

【
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
試
用
】 

 

体
験
会
終
了
後
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で

な
い
方
を
対
象
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
試
用
申
込

を
受
け
付
け
ま
す(

１
か
月
間
。
多
数
の
場
合
は
抽

選)

。
お
申
込
み
の
際
、
本
人
確
認
書
類
が
必
要
に

な
り
ま
す
。 

 

◎
相
談
会 

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
や
操
作
方
法
に
関
す

る
疑
問
や
不
安
の
解
消
の
た
め
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
形

式
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
頃
か
ら
の
お
悩
み

な
ど
、
な
ん
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

【
対
象
】 

 

60
歳
以
上
の
村
民
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使

用
に
つ
い
て
疑
問
や
不
安
の
あ
る
方 

 

【
申
込
方
法
】 

 

10
月
21
日(

金)

ま
で
に
、
申
込
窓
口
か
お
電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
お
一
人
あ
た
り
の
枠
は
最

大
30
分
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

【
持
ち
物
】 

 

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
自
身
が
お
持
ち
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
た
い
場
合
は
、
ご
持

参
く
だ
さ
い
。 

【
参
加
費
】
無
料 

 

【
開
催
日
時
・
会
場
】 

《
父
島
》
10
月
27
日(

木)

午
前
８
時
半
～
正
午 

 
 
 
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

《
母
島
》
10
月
29
日(
土)
午
前
８
時
半
～
11
時 

 
 
 
 

母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

●
主
催 

東
京
都
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
局
戦
略
部 

 

共
催 

小
笠
原
村 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

総
務
課
情
報
通
信
係 

 
 

２―

３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

      

小
笠
原
村
観
光
局
は
、
小
笠
原
へ
の
観
光
誘
客
の

最
前
線
営
業
部
隊
と
し
て
、
本
土
を
拠
点
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
事
業
報
告
会
で
は
、
従
来
の
旅
行
会
社

や
個
人
観
光
客
を
対
象
に
し
た
活
動
に
加
え
、
近
年

需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
教
育
現
場
で
の
活
動
、
今
後

予
定
し
て
い
る
事
業
展
開
に
つ
い
て
、
詳
し
く
ご
説

明
い
た
し
ま
す
。 

 

併
せ
て
、
観
光
客
を
対
象
と
し
て
い
る
小
笠
原
の

観
光
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
報
告
会
も

実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
父
島
・
母
島
共
に
会
場
は
設
け

ず
、
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
参
加
場
所
を
選
ば
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
す

の
で
、
観
光
事
業
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
村
民
の
方

も
、
ど
う
ぞ
お
好
き
な
場
所
か
ら
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

【
日
時
】 

①
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
報
告
会 

 
    

10
月
18
日(

火)

午
後
２
時
～
２
時
45
分 

②
観
光
局
事
業
報
告
会 

10
月
18
日(

火)

午
後
３
時
～
４
時 

 

《
配
信(

①
②
共
通)

Ｕ
Ｒ
Ｌ
》 

:https://bit.ly/3eJEr6S  

    

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
ま
す
。 

※
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。 

 

※
報
告
会
当
日
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
録

画
配
信
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 
【
観
光
局
事
業
報
告
内
容
】 

１
：
２
０
２
１
年
度
事
業
計
画 

２
：
２
０
２
１
年
度
活
動
報
告 

３
：
２
０
２
２
年
度
事
業
展
開 

【
報
告
発
表
者
】 

 

小
笠
原
村
観
光
局 

 
 

根
岸
康
弘
、
伊
藤
優
美
、
山
岸
李
花
子 

 

【
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
報
告
内
容
】 

１
：
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
の
内
容 

２
：
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果 

３
：
調
査
結
果
か
ら
見
え
て
く
る
旅
行
者
の
動
向 

【
報
告
発
表
者
】 

 

公
益
財
団
法
人 

日
本
交
通
公
社 

仲 

七
重 

 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

   

【
出
張
期
間
】
７
月
９
日
～
31
日 

・小
笠
原
航
空
路
協
議
会
出
席 

・小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議
委
員
と
の
意
見
交
換 

・水
師
提
督
ペ
リ
ー
上
陸
記
念
式
典(

横
須
賀
市) 

出
席 

・交
付
金
要
望
活
動(

防
衛
省) 

・「
小
笠
原
を
応
援
す
る
会
」会
員
議
員
と
の
意
見 

交
換  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ど 

【
出
張
期
間
】
８
月
24
日
～
28
日 

・
海
上
自
衛
隊
急
患
搬
送
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
式

出
席 

・
ノ
ネ
コ
譲
渡
１
千
頭
に
対
す
る
感
謝
状
の
贈
呈 

・
総
務
省
自
治
財
政
局
と
の
意
見
交
換 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ど 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

  

２―

３
１
１
１ 

 

   

【
実
施
日
程
】
10
月
19
日(

水) 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０―

７
１
７
３―

６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

高
齢
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

体
験
会
・
相
談
会 

小
笠
原
村
観
光
局
令
和
３
年
度
事
業
報
告
会
・ 

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
報
告
会
の 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
つ
い
て 

 

村
長
出
張
報
告(

７
月
・
８
月) 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 
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令
和
４
年
９
月
９
日
に
政
府
で
開
催
さ
れ
た
物

価
・
賃
金
・
生
活
総
合
対
策
本
部
に
お
い
て
、
電

力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を

踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
に
対
し
、
給
付
金(

ひ
と
世
帯
当
た
り

５
万
円)

を
支
給
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
手
続
き
方
法
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
正
式
な
通
知
が
あ
り
次

第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
今
後
の
村
民
だ
よ
り
等
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３―

２
１
１
１ 

     

10
月
は
、
個
人
住
民
税(

村
・
都
民
税)(

第
３

期)

、
国
民
健
康
保
険
税(

第
３
期)

、
介
護
保
険
料

(

第
３
期)

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料(

第
２

期)

の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
10
月
31
日

(

月)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お

納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 
 

２―

３
１
１
２ 

 
 
 
 
 
 

村
民
課
住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

   

◎
介
護
福
祉
士(

10
月
31
日
申
込
締
切) 

◎
保
育
士(

11
月
30
日
申
込
締
切) 

※
詳
し
く
は
要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。 

要
項
は
役
場
窓
口
で
配
布
の
ほ
か
、
村
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係   

２―

３
１
１
１ 

   

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】 

①
特
別
支
援
教
育
補
助
員(

教
員
免
許
有) 

②
特
別
支
援
教
育
補
助
員(

資
格
な
し) 

①
、
②
併
せ
て
若
干
名 

【
業
務
内
容
】 

小
笠
原
小
学
校
の
特
別
支
援
教
育
の
補
助
業
務 

【
期
間
】 

令
和
４
年
11
月
１
日
～
令
和
５
年
３
月
31
日 

【
勤
務
日
時
】
月
曜
日
～
金
曜
日 

※
行
事
に
よ
り
土
日
祝
日
勤
務
あ
り 

 
 
       

午
前
７
時
45
分
～
午
後
４
時
15
分

(

週
29
時
間
以
内) 

【
時
間
給
】
①
１
１
０
８
円
～(

教
員
免
許
有) 

②
１
０
７
２
円
～(

資
格
な
し) 

【
選
考
方
法
】
書
類
・
面
接 

【
申
込
期
限
】
10
月
20
日(

木)

ま
で 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

 
 
 

２―

３
１
１
７ 

    

二
学
期
の
学
校
公
開
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
ぜ
ひ
、
ご

参
観
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
中
止
や
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

【
期
間
】
10
月
24
日(

月)

～
10
月
29
日(

土) 

 

※(

月)(

火)(

木)(

金)

は
６
校
時
、 

(

水)(

土)

は
５
校
時
ま
で
。 

  

【
時
間
】 

  

朝
読
書 

午
前
８
時
～ 

  

１
校
時 

午
前
８
時
20
分
～
９
時
10
分 

  

２
校
時 

午
前
９
時
20
分
～
10
時
10
分 

  

３
校
時 

午
前
10
時
20
分
～
11
時
10
分 

  

４
校
時 

午
前
11
時
20
分
～
午
後
０
時
10
分 

  

５
校
時 

午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分 

  

６
校
時 

午
後
２
時
30
分
～
３
時
20
分 

※
放
課
後
の
部
活
動
も
参
観
で
き
ま
す
。 

 

【
そ
の
他
】 

※
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

※
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
検

温
・
消
毒
・
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 
 

２-

２
５
０
２ 

   

【
助
成
対
象
者
】 

 
 

 

小
笠
原
高
等
学
校
第
３
学
年
に
在
学
す
る
生
徒
で

あ
っ
て
、
令
和
４
年
度
中
に
学
校
教
育
法
第
１
条
に

規
定
す
る
大
学
お
よ
び
高
等
専
門
学
校
ま
た
は
同
法

第
１
２
４
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
を
受
験
し
た
者 

 

【
申
請
日
】
10
月
１
日
～
令
和
５
年
３
月
31
日 

【
助
成
金
額
】 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
２
等(

和
室)

往
復
船
賃
の
村
民
割

引
適
用
額(

調
整
金
を
含
ま
ず)

お
よ
び
内
地
宿
泊
料

相
当
額
６
万
円(

定
額)

と
し
、
助
成
対
象
者
１
名
に

つ
き
１
回
限
り
の
支
給
と
な
り
ま
す
。 

 

【
注
意
事
項
】 

「
東
京
都
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業
」
と

同
項
目
で
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 

      

９
月
に
入
り
、
湾
岸
通
り
の
船
待
駐
車
場
周
辺
で

交
通
物
件
事
故
が
複
数
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
付
近

に
所
在
す
る
三
角
広
場
駐
車
場
の
入
場
方
法
に
つ
い

て
は
、
対
向
か
ら
進
行
し
て
く
る
直
進
車
と
の
衝
突

事
故
防
止
の
観
点
か
ら
右
折
に
よ
る
進
入
を
ご
遠
慮

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

と
も
事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
左
折
で
の
駐
車
場
進

入
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

安
全
・
安
心
な
島
小
笠
原
に
向
け
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ま
に
は
よ
り
一
層
の
安
全
運
転
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

《
三
角
広
場
駐
車
場
》 

                    

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
警
察
署 

交
通
係 

２―

２
１
１
０ 

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援 

給
付
金
の
お
知
ら
せ 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

 

小
笠
原
村
職
員
募
集 

 

小
笠
原
小
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集 

 

小
笠
原
中
学
校 

学
校
公
開
の
お
知
ら
せ 

 

内
地
進
学
助
成
制
度 

 

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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違
反
建
築
防
止
週
間
は
、
違
反
建
築
の
防
止
を
図

る
と
と
も
に
、
良
好
な
市
街
地
環
境
の
維
持
及
び
建

築
物
の
適
法
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
秋
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
建
築
物
」
の
新
築
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
増
築
・

改
築
す
る
際
に
も
、
建
築
確
認
等
の
行
政
手
続
き
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
土
地
に
定

着
し
、
屋
根
と
壁
や
柱
が
あ
る
も
の
は
基
本
的
に

「
建
築
物
」
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。 

 

建
築
基
準
法
を
満
た
さ
な
い
違
反
建
築
物
は
、
台

風
な
ど
の
災
害
で
崩
壊
の
危
険
が
あ
り
、
ご
自
身
の

み
な
ら
ず
、
隣
人
等
に
被
害
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
リ

ス
ク
も
あ
り
ま
す
。 

ご
不
明
な
点
や
、
判
断
に
迷
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
10
月
15
日(

土)

～
10
月
21
日(

金) 

【
参
考
】「
建
築
物
を
安
全
に
建
て
る
た
め
に
」 

東
京
都
都
市
整
備
局 

《
Ｕ
Ｒ
Ｌ
》

https://www.toshiseibi.metro.tokyo.lg.jp

/kenchiku/kijun/kn_k01.htm  

       

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁 

土
木
課
住
宅
担
当 

２-

２
１
６
９ 

   

【
日
時
】
10
月
４
日(

火)

午
後
４
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退

職
・
解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(

求
人
・
求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
お
知
ら
せ
】 

東
京
都
最
低
賃
金
は
、 

令
和
４
年
10
月
１
日(

土)

よ
り 

時
間
額
１
０
７
２
円
に
な
り
ま
し
た
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

 
 

   

【
試
験
日
】
11
月
13
日(

日) 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分 

※
村
民
だ
よ
り
８
月
号
掲
載
の
試
験
日
が
11
月
12

日(

日)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
正
し
く
は
11

月
13
日(

日)

で
す
。 

【
試
験
会
場
】
小
笠
原
支
庁
会
議
室 

※
本
件
の
申
込
期
間
は
終
了
し
て
お
り
ま
す
。 

※
詳
細
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.khk.or.jp)

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
担
当 

２―

２
１
２
２ 

    

  

東
京
都
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。 

 

詳
細
は
小
笠
原
支
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

募
集
要
項
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
小
笠
原
支
庁
産
業 

課
商
工
担
当
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

【
職
名
】
総
務
局
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
員(

準
困
難
業
務) 

【
職
務
内
容
】 

研
究
員
及
び
農
芸
員
の
指
示
の
も
と
、
農
業
研
究
、

農
作
業
、
圃
場
管
理
等
の
サ
ポ
ー
ト
業
務
を
行

う
。 

【
勤
務
場
所
】 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

(

小
笠
原
村
父
島
字
小
曲) 

【
採
用
予
定
人
数
】
１
名 

【
応
募
資
格
】 

小
笠
原
の
農
作
物
等
に
興
味
、
関
心
が
あ
る
こ

と
。
健
康
で
意
欲
的
に
職
務
を
遂
行
で
き
る
こ
と
。 

【
勤
務
日
数
】
月
10
日
か
ら
16
日
の
間
で
応
相
談 

【
勤
務
時
間
】 

８
時
00
分
～
17
時
15
分
ま
で
の
間
で
応
相
談 

【
任
用
期
間
】 

選
考
後
の
月
初
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

※
再
度
任
用
の
可
能
性
あ
り 

【
申
込
締
切
】
随
時
募
集(

採
用
次
第
応
募
終
了) 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
担
当 

２―

２
１
２
２ 

       

９
月
26
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
応
が
全
国
的
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。 

医
師
か
ら
保
健
所
に
発
生
届
が
提
出
さ
れ
る
の
は

「
65
歳
以
上
の
方
」「
重
症
化
リ
ス
ク
が
あ
り
治
療

が
必
要
な
方
」「
入
院
が
必
要
な
方
」「
妊
婦
」
の
み

で
す
。 

届
出
対
象
外
の
方
や
自
己
検
査
で
陽
性
と
な
っ
た

方
は
、
東
京
都
陽
性
者
登
録
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。 

※
必
ず
登
録
が
必
要
な
の
は
、
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ

ト(

国
が
承
認
し
た
体
外
診
断
用
医
薬
品
、
又
は
、

第
１
類
医
薬
品)

を
使
用
し
た
自
己
検
査
で
陽
性
と

な
っ
た
方
で
す
。 

 

ま
た
、
医
療
機
関
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
診
断
さ
れ
た
発
生
届
の
対
象
外
の
方
も
、
同
セ

ン
タ
ー
に
登
録
で
き
ま
す
。 

登
録
を
す
る
と
、
健
康
観
察
や
夜
間
含
む
療
養
中

の
体
調
の
相
談
が
で
き
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
東
京
都
陽
性
者
登
録
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

《
登
録
に
関
す
る
問
合
せ
》 

う
ち
サ
ポ
東
京 

０
１
２
０―

６
７
０―

４
４
０ 

●
問
合
せ
先 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

２―

２
９
５
１ 

   

10
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
６
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
接
種
日
の
２
日
前
ま
で
に

福
祉
係
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
６
日(

木)

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

○
接
種
可
能
予
防
接
種 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、 

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、 

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

「
違
反
建
築
防
止
週
間
」
に
つ
い
て 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

令
和
４
年
度
高
圧
ガ
ス
・
液
化
石
油
ガ
ス

国
家
試
験
の
お
知
ら
せ 

会
計
年
度
任
用
職
員(

ア
シ
ス
タ
ン
ト
職)

の
募
集(

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー) 

定
期
予
防
接
種 

 

東
京
都
陽
性
者
登
録
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 
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対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

 【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
13
日(

木) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
18
日(

火) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。(

役
場
で
体
重
測
定
の
み
行
い
ま
す) 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

   

公
認
心
理
師
に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

「
癖
が
気
に
な
る
」「
お
友
達
と
比
べ
て
、
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
」「
い
つ
も
叱
っ
て
ば
か
り
に
な
っ
て

し
ま
う
」「
ど
う
い
う
し
つ
け
を
し
た
ら
い
い

の
？
」
な
ど
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
お
子
様
と
保
護
者 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
７
日 

(

月)

午
後 

 
 
 
 

11
月
８
日 

(

火)

午
前 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
８
日(

火)

午
後 

 
 
 
 

11
月
９
日(

水)

午
前
・
午
後 

 
 
 
 

11
月
10
日(

木)

午
前 

《
会
場
》
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室 

 

【
申
込
み
】
必
要 

※
申
込
み
後
、
日
時
を
調
整
い
た
し
ま
す
。 

【
締
め
切
り
】
10
月
14
日(

金) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
  

２
ー
３
９
３
９ 

母
島
支
所               

３
ー
２
１
１
１ 

      

「
子
育
て
に
生
か
す
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」 

子
育
て
を
し
て
い
て
、
余
裕
が
な
く
て
イ
ラ
イ
ラ
し

て
し
ま
っ
た
り
、
つ
い
感
情
的
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
今
回
は
公
認
心
理
師
か
ら
気

持
ち
の
切
り
替
え
の
仕
方
や
気
分
転
換
す
る
方
法
な

ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
８
日(

火)

11
時
～
正
午 

《
会
場
》
母
島
支
所
２
階
大
会
議
室 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
９
日(

水)

９
時
30
分
～
10
時
30
分 

《
会
場
》
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

【
申
込
み
】
必
要 

【
締
め
切
り
】
11
月
４
日(

金) 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
 

２―

３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

   
 

   

※
全
て
予
約
制
で
す
。 

【
予
約
受
付
】 

平
日(

水
曜
日
を
除
く)

午
後
１
時
30
分
～
午

後
５
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
10
月
24
日(

月)

～
10
月
28
日(

金) 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

 
 
 
 
 

【
母
島
】 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
10
月
21
日(

金) 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

   

※
全
て
予
約
制
で
す
。 

【
予
約
受
付
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30

分
～
午
後
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。 

 【
父
島
】 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
10
月
30
日(

日)

～
11
月
２
日(

水) 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：
10
月
31
日(
午
前
中)

は
休
診
で
す] 

  

【
母
島
】 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
10
月
27
日(

木)

～
28
日(

金) 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

 

※
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
眼
鏡
処
方
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
使
用
中
の
眼
鏡

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
検
査
に
必
要
な
場
合
、
瞳
孔
を
開
く
目
薬
を
使
用

し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
バ
イ
ク
・
車
の
運
転
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

   

【
歯
科
】(

父
島) 

《
休
診
日
》
10
月
11
日(

火)

～
20
日(

木) 

 

※
平
日
朝(

８
時
30
分
～
９
時)

の
急
患
受
付
も
お

休
み
し
ま
す
。 

※
歯
痛
等
は
、
医
科
の
外
来
に
て
痛
み
止
め
薬
等
の

処
方
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

     

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
接
種
後
、
効
果
が
現
れ
る
ま
で
約
２
週
間
程
度

か
か
り
、
効
果
は
約
５
か
月
持
続
し
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え
早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し

ま
す
。 

【
接
種
対
象
者
】
６
ヵ
月
歳
以
上 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診  

公
認
心
理
師
に
よ
る
子
育
て
個
別
相
談(

11
月) 

 

公
認
心
理
師
に
よ
る
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー(

11
月) 

 

産
科
・婦
人
科
専
門
診
療 

 

眼
科
専
門
診
療 

 

小
笠
原
村
診
療
所
の
歯
科
休
診 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 
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【
接
種
回
数
】 

◎
13
歳
未
満
の
方…

２
回
接
種 

 

※
２
回
目
の
接
種
は
２
～
４
週
間
の
間
隔
を
お
き
ま

す
。 

※
２
回
接
種
を
行
う
場
合
の
接
種
間
隔
は
、
免
疫
効

果
を
考
慮
す
る
と
４
週
間
お
く
と
こ
が
望
ま
し
い

で
す
。 

◎
13
歳
以
上
の
方…

１
回
接
種 

 

【
料
金
】 

 

◎
３
歳
未
満
の
方…

(

１
回
目)

３
、
９
５
０
円
、

(

２
回
目)

１
、
８
０
０
円 

◎
３
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方…

 

(

１
回
目)

４
、
７
７
０
円
、

(

２
回
目)

２
、
６
２
０
円 

◎
65
歳
以
上
の
方…

無
料(

令
和
４
年
度
は 

全
額
公
費
助
成) 

※
１
回
目
が
ほ
か
の
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合
の 

２
回
目
は
、
１
回
目
の
料
金
と
な
り
ま
す
。 

※
村
内
の
生
活
保
護
世
帯
及
び
村
民
税
非
課
税
世
帯

に
該
当
す
る
方
は
、
接
種
費
用
を
公
費
助
成
い
た

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
今
月
発
行
予
定
の
ふ
く
し

だ
よ
り
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】 

《
父
島
》
※
予
約
制
で
す
。 

10
月
23
日(

日) 

11
月
４
日(

金)

・
20
日(

日)

・
25
日(

金) 

12
月
２
日(

金)

・
16
日(

金)

・
19
日(

月)

・

27
日(

火) 

◎
接
種
時
間 

平
日
：
午
後
３
時
～
５
時 

 
 
 
 
 
 

休
日
：
午
後
２
時
～
５
時 

 

《
母
島
》
※
予
約
制
で
す
。 

11
月
４
日(

金)

11
日(

金)

・
18
日(

金)

・ 

25
日(

金) 

◎
接
種
時
間 

 

午
後
３
時
30
分
～
午
後
４
時…

３
歳
未
満 

 

午
後
４
時
～
５
時
30
分…

３
歳
以
上 

 
 

※
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
診
療
所
で
の
混
雑
を
防

止
す
る
た
め
、
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
診

療
時
間
内
に
電
話
に
て
お
申
込
み
出
来
ま
す
。
診

療
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
な
お
、
問
診
票
は
事
前
に
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

お
手
数
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
申
込
み
完
了

後
、
接
種
日
ま
で
の
間
に
、
診
療
所
ま
で
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。 

※
問
診
票
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
接
種
当
日

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
体
温
は
診
療
所
で
測
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

※
２
回
接
種
の
方
は
、
２
～
４
週
間
間
隔
を
開
け
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
早
目
の
日
程
で
の
接
種
を
お

願
い
し
ま
す
。 

※
高
校
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で

す
。
７
歳
未
満
の
方
は
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 

２―

３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 
 
 
 
 
 
 

３―

２
１
１
５ 

●
接
種
費
助
成
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 

村
民
課 
福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

    

日
商
簿
記
検
定
を
実
施
し
ま
す
。 

【
試
験
日
】
11
月
20
日
（日
） 

【
申
込
み
期
間
】
10
月
４
日
（火
）～
10
月
20
日
（木
） 

【
受
験
料
】《
３
級
》２
８
５
０
円 

 
 

 
 

  

《
２
級
》４
７
２
０
円 

【
試
験
会
場
】 

《
父
島
》商
工
観
光
会
館 

２
階
会
議
室 

《
母
島
》村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

な
お
、
申
込
み
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・

級
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
定
員
数
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 

２―

２
６
６
６ 

   

10
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲

載
に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
１
１
１
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                               

    

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。(

※
予
約
が
必
要
で
す
。) 

 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

無
料
法
律
相
談(

１
コ
マ
40
分
以
内) 

※
相
談
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
13
日(

木)

午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
14
日(

金)

午
後
５
時
～
７
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

(

土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を

除
く) 

●
問
合
せ
先
・
予
約
電
話
番
号 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
０
３―

３
５
９
５―

８
５
７
５ 

    

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
10
月
28
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先
・
予
約
電
話
番
号 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

(

受
付
時
間
：
平
日
午
前
９
時
30
分
～ 

午
後
４
時
30
分
） 

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 19,114 等級 大人 小人

64,350 55,060 32,180 (+3,186) 5,430 2,720

(+14,850) (+12,710) (+7,420) 17,794 (+1,480) (+740)

46,480 37,190 23,240 (+2,966) 6,520 3,260

(+10,730) (+8,590) (+5,360) 16,368 (+1,780) (+890)

35,010 28,010 17,510 (+2,728) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+8,080) (+6,460) (+4,040) 1,915

30,740 24,600 15,370 (+319)

(+7,100) (+5,680) (+3,550) 1,426 10,349

等級 村民 村民小人 身障者 (+238) (+1,901)

50,410 25,210 32,180 9,702

(+11,630) (+5,820) (+7,420) (+1,782)

32,540 16,270 23,240 9,055

(+7,510) (+3,750) (+5,360) (+1,663)

24,510 12,260 17,510 1,036

(+5,650) (+2,830) (+4,040) (+190)

21,520 10,760 15,370 782

(+4,970) (+2,480) (+3,550) (+144)

10月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席 5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

日
商
簿
記
検
定
の
実
施 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 
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皆
さ
ん
が
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
無
人
島
を

は
じ
め
と
し
た
島
々
の
自
然
環
境
と
保
全
対
策
の
現

状
に
つ
い
て
、
体
力
的
に
現
場
に
行
く
こ
と
が
難
し

い
人
は
じ
め
老
若
男
女
幅
広
い
人
に
伝
え
る
こ
と
を 

目
的
に
、
は
は
じ
ま
丸
に
乗
っ
て
父
島
列
島
の
島
々

を
観
覧
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

父
島
、
兄
島
、
弟
島
、
西
島
、
東
島
、
南
島
な
ど

父
島
列
島
に
つ
い
て
、
有
識
者
、
行
政
機
関
、
地
元

団
体
等
が
、
各
所
に
お
け
る
取
組
や
見
ど
こ
ろ
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。 

              

【
日
時
】
10
月
30
日(

日) 

 
 
 
 

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分 

※
午
前
８
時
に
二
見
港(

は
は
じ
ま
丸
船
客
待
合
所)

集
合 

※
天
候
不
順
等
の
場
合
の
予
備
日
11
月
５
日(

土) 

【
内
容
】
通
過
し
て
い
る
島
に
つ
い
て
の
解
説(

船

内
放
送)

、
船
内
パ
ネ
ル
展
示
な
ど 

 

【
申
込
方
法
】
①
②
の
い
ず
れ
か 

①
窓
口
：
父
島
の
環
境
課
ま
た
は
母
島
支
所
窓
口
に

て
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
提

出 

②
メ
ー
ル
：
申
請
書(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載)

の
内

容
を
メ
ー
ル
本
文
に
記
載
し
て
環
境
課
ア
ド
レ
ス

宛
に
送
付 

 

《
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス(

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照)

》 

https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp /  

 kankyo/kankyo_keihatsu/  

 

《
環
境
課
ア
ド
レ
ス
》

shizenkankyo@vill.ogasawara.tokyo.jp  

 
【
申
込
締
切
】
10
月
24
日(

月) 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り 

【
備
考
】
参
加
費
無
料
・
定
員
80
名
程
度
・
中
学

生
以
下
は
大
人
の
同
伴
が
必
要
で
す
。 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課
自
然
環
境
係 

 
 
 

２―

２
２
７
０ 

   

■
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
動
物
対
処
室(

父
島)

の
獣
医
師
に
よ
る
「
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相

談
」
を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
ペ
ッ

ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。 

【
予
約
申
込
】
10
月
３
日(

月)

ま
で 

【
診
療
日
程
】
10
月
４
日(

火) 

午
前
11
時
～
正
午 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

10
月
５
日(

水) 

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

【
場 

 

所
】
ご
自
宅
への
往
診
を
基
本
と
し
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。 

診
療
は
有
料
、
相
談
は
無
料
で
す
。 

○
予
約
申
込
み
先 

動
物
対
処
室 

０
７
０―

１
０
５
４―

３
４
６
７ 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課
自
然
環
境
係) 

  

２―

２
２
７
０ 

       

集
落
周
辺
の
山
域(

母
島
は
桑
ノ
木
山
以
北
も
含

む)

に
て
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

 

 

こ
の
期
間
中
に
は
、
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
入
っ
て

い
な
い
か
の
点
検
や
、
敷
地
内
の
樹
木
に
イ
エ
シ
ロ

ア
リ
や
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
無

料
で
駆
除
し
て
お
り
ま
す
。 

 

シ
ロ
ア
リ
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
早
期
の
発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
点
検
を
ご
利
用
す
る
場
合
に
は
事
前
に
申
込

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

※
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
付
き
に
く
く
な
る
防
蟻
処
理

や
家
屋
内
の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
に
つ
い
て
は
、
専
門

業
者
に
よ
る
有
料
施
工
と
な
り
ま
す
。 

 

【
申
込
期
間
】
10
月
３
日(

月)

～
14
日(

金) 
【
日
程
】
※
日
曜
日
は
除
く 

《
母
島
》
10
月
13
日(

木)

～
18
日(

火) 

 
 
 
 

10
月
28
日(

金) 

《
父
島
》
10
月
18
日(

火)

～
22
日(

土) 

 
 
 
 

10
月
28
日(

金)

～
29
日(

土) 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課 

生
活
環
境
係 

 
 

２―

２
２
７
０ 

 
 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

  
 

  

母
島
で
は
以
前
は
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
が
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
現
在
で
は
母
島
北
部
と
蝙
蝠
谷
仮
置
き

場
周
辺
を
中
心
に
生
息
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
は
父
島
か
ら
植
栽
用
樹
木
と

共
に
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
以
上
、

母
島
の
集
落
や
農
地
に
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
が
持
ち
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
シ
ロ
ア
リ
条
例

(

イ
エ
シ
ロ
ア
リ
等
の
母
島
へ
の
侵
入
防
止
に
関
す

る
条
例)

を
お
守
り
頂
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。 シ

ロ
ア
リ
条
例
に
よ
り
、
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
生
息
域

の
父
島
や
九
州
・
沖
縄
な
ど
か
ら
の
材
木
や
植
栽
用

樹
木
等
の
持
ち
込
み
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

 

例
え
ば
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
生
息
域
か
ら
の
植
栽
用
樹

木
等
は
母
島
に
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
父
島
で
保
管
し
た
材
木
を
母
島
に
輸
送
す
る

際
に
は
、
事
前
に
村
に
届
出
を
し
て
い
た
だ
き
村
の

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
他
に
も
お
守
り
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
シ
ロ
ア
リ
条
例
の
詳
細
に
つ
い
て
は
問
合
せ

先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
環
境
省
で
は
外
来
種
対
策
と
し
て
イ
エ
シ
ロ

ア
リ
生
息
域
以
外
か
ら
の
土
付
き
苗
に
つ
い
て
の
温

浴
処
理
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
島
外
か
ら
苗

を
持
ち
込
む
際
に
は
、
必
ず
事
前
に
環
境
省
母
島
自

然
保
護
官
事
務
所(

電
話
番
号
３―

２
５
７
７)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課 

生
活
環
境
係 

 
 

２―

２
２
７
０ 

 
 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

     

は
は
じ
ま
丸
に
よ
る
列
島
周
遊
ク
ル
ー
ズ 

し
ま
じ
ま
つ
つ
う
ら
う
ら
～
父
島
列
島

編
～ 

 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業(

第
２
回)  

シ
ロ
ア
リ
条
例
を
お
守
り
く
だ
さ
い 
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東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
次
の
日
程
に
お

い
て
行
い
ま
す
。
本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確

保
の
た
め
、
一
部
の
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
及
び
遊
歩

道
を
通
行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通

行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 【
作
業
時
間
】午
前
７
時
～
午
後
３
時 

【
作
業
区
域
】 

儀
兵
岩
か
ら
水
ノ
下
ま
で
と
鳥
山
か
ら
巽
湾
側
に

小
港
ま
で
の
沿
岸
及
び
そ
の
周
辺
山
域(

住
宅
地
及
び

東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く) 

沿
岸
部
作
業
は
二
見
湾
内
及
び
遊
泳
地(

釣
浜
、
宮

之
浜
、
初
寝
浦
、
石
浦
、
ジ
ニ
ー
ビ
ー
チ
、
ジ
ョ
ン
ビ
ー

チ
、
ブ
タ
海
岸
、
小
港
海
岸
、
コ
ペ
ペ
海
岸)

を
除
く
す
べ

て
の
父
島
沿
岸
域(

別
図
参
照) 

 

【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

10
月
２
日(

日) 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

10
月
３
日(

月) 

①
八
ツ
瀬
橋
～
中
山
峠
・高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方

面
遊
歩
道 

10
月
４
日(

火) 
 

④
時
雨
山
指
定
ル
ー
ト 

10
月
６
日(

木) 

沿
岸
部
と
大
滝
で
の
作
業
に
つ
き
通
行
止
め
区
間

な
し 

10
月
10
日(

月) 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

  

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

  

10
月
11
日(

火) 

①
八
ツ
瀬
橋
～
中
山
峠
・高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方

面
遊
歩
道 

10
月
13
日(

木) 
 

④
時
雨
山
指
定
ル
ー
ト 

10
月
17
日(

月) 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

10
月
18
日(

火) 

①
八
ツ
瀬
橋
～
中
山
峠
・高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方

面
遊
歩
道 

10
月
20
日(

木) 

④
時
雨
山
指
定
ル
ー
ト 

10
月
26
日(

水) 

①
八
ツ
瀬
橋
～
中
山
峠
・高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方

面
遊
歩
道 

10
月
30
日(

日) 
③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

  

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

10
月
31
日(
月) 

④
時
雨
山
指
定
ル
ー
ト 

           

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

    
 
 
 
 
 
 

 

小
笠
原
村
で
は
、
父
島
に
お
け
る
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る

農
業
被
害
対
策
と
し
て
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆

除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
区
域
は
夜
明
道
路
か

ら
湾
岸
通
り
、
巽
道
路
の
周
辺
、
北
袋
沢
か
ら
小
港

海
岸
、
中
山
峠
の
周
辺
で
、
主
に
道
路
沿
い
を
周
回

し
ま
す
。
通
行
止
め
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
実
施
区
域

に
入
る
際
は
、
ご
注
意
の
上
で
、
交
通
誘
導
等
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【
作
業
日
程
】 

10
月
５
日(

水)

、
12
日(

水)

、
19
日(

水) 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

     

10
月
16
日
に
小
笠
原
は
国
立
公
園
指
定
50
周

年
を
迎
え
ま
す
。
小
笠
原
の
自
然
を
守
り
、
適
切
な

利
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
後
世
に
伝
え
て
い
け

る
よ
う
に
と
、
昭
和
47
年
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所

に
在
籍
し
た
歴
代
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
が

撮
影
し
た
小
笠
原
の
写
真
を
公
開
し
ま
す
。 

小
笠
原
の
生
き
も
の
や
風
景
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
レ

ン
ジ
ャ
ー
な
ら
で
は
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
是
非
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！ 

 

【
期
間
】
10
月
20
日(

木) 

～
11
月
10
日(

木) 

【
場
所
】
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

【
開
館
日
時
】
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中  

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の
た

め
、
臨
時
休
館
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２―

７
１
７
４ 

  

   

【
10
月
の
開
館
日
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港
日
、
10
月
24
日 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

 

来
館
者
の
み
な
さ
ま
へ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の

た
め
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し
、

人
数
制
限
や
館
内
の
消
毒
清
掃
を
適
宜
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
特
別
展
】 

・「
絶
海
の
自
然
～
硫
黄
列
島
を
ゆ
く
in
小
笠
原
」 

開
催
中 

 
 

２
０
２
１
年
に
神
川
県
立 

生
命
の
星
・地
球
博
物

館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
を
も
と
に
再
構
成
し
、
展

示
し
ま
す
。  

 

・「
小
笠
原
の
棘
皮
動
物
展
～
潜
れ
ど
も
潜
れ
ど
も
不

思
議
こ
ろ
が
る
海
の
底
」 

10
月
９
日
ま
で 

 
 

同
級
生
に
必
ず
１
人
は
い
た「
地
味
だ
け
ど
な
ん
か

気
に
な
る
子
」。
そ
う
い
う
子
だ
け
を
集
め
た
ク
ラ
ス

が
あ
っ
た
ら
、
き
っ
と
面
白
い
。
本
展
の
主
人
公
は
、
ナ

マ
コ
・ウ
ニ
・ヒ
ト
デ
・ク
モ
ヒ
ト
デ
・ウ
ミ
ユ
リ
。
彼
ら
の

魅
力
は
、
奥
深
く
、
底
無
し
。 

    

【
講
演
会
】 

《
タ
イ
ト
ル
》 

小
笠
原
に
生
息
す
る
ハ
ナ
バ
チ
類
に
つ
い
て 

《
内
容
》在
来
植
物
の
送
粉
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ハ
ナ
バ

チ
類
。
小
笠
原
に
は
９
種
類
の
固
有
種
が
生
息
し
て
い

ま
す
が
、
父
島
や
母
島
で
は
ア
ノ
ー
ル
の
影
響
で
ほ
と

ん
ど
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
調
査
を
通
じ
て

見
え
て
き
た
彼
ら
の
姿
と
ま
だ
ま
だ
未
解
明
の
謎
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
及
び
排
除

に
伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
等
の
通
行
止
め

に
つ
い
て 

小
笠
原
村
が
実
施
す
る
父
島
に
お
け
る
銃
器

に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
に
つ
い
て 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

 

小
笠
原
国
立
公
園
指
定
50
周
年
記
念 

拡
大
版
ア
ク
テ
ィ
ブ
・レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展 
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《
日
時
》
10
月
31
日(

月)

午
後
７
時
～
９
時 

(

先
着
30
人
程
度) 

《
演
者
》加
賀 

芳
恵(IB

O
)  

《
場
所
》ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
本
館 

映
像
室  

《
主
催
》ボ
ニ
ン
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会(B

IO
)  

《
共
催
》NP

O

法
人
小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所(IB

O
)  

《
協
力
》 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会 

な
お
、
島
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 
 

２―
３
０
０
１ 

      

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
、
先
月
同
様
、
講
習
資
料
等
を
配
付
し

各
自
で
受
講
し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
票
等
の
提
出
を
持
っ
て
講
習
修
了
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
１
お
よ
び
２
の
目
的
で
国

有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場

合
、
利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
講
習
資
料
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

講
習
申
込
み
締
切
日
ま
で
に
、
事
前
に
電
話
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。 

 

１
：
村
民
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定
ル
ー

ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
簡
易
講
習) 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

 

２:

調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ

る
方
（
調
査
研
究
簡
易
講
習) 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の

各
自
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

※
１
、
２
の
事
務
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
と
し
ま

す
。 

①
受
講
希
望
者
は
締
切
日
ま
で
に
電
話
に
て
申
込
み 

②
講
習
資
料
を
郵
送
に
て
送
付 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

を
記
載
し
郵
送 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
。 

◎
父
島
・
母
島
講
習
申
込
み
締
切
日 

【
締
切
日
】
10
月
25
日
（
火) 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２―

３
４
０
３ 

   

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 

２―

２
１
０
３ 

 

       

「
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
は
集
団
間
の
区
別
に
方
言
を
使

う
？
」 

  

私
た
ち
人
間
は
、
民
族
や
地
域
と
い
っ
た
集
団
を

作
っ
て
暮
ら
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
に
は
特

有
の
風
習
や
価
値
観
な
ど(

す
な
わ
ち
「
文
化
」)

が

存
在
し
ま
す
。
そ
し
て
、
お
互
い
の
集
団
の
メ
ン
バ

ー
を
認
識
す
る
上
で
、「
言
語
」
や
「
方
言
」
を
一

つ
の
手
が
か
り
と
し
ま
す
。
で
は
、
人
間
以
外
に
も

そ
の
よ
う
な
動
物
は
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
ど
う
や

ら
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
も
互
い
の
集
団
を
区
別
す
る

の
に
「
方
言
」
を
利
用
し
て
い
る
ら
し
い
、
と
い
う

こ
と
が
最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。 

 

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
は
体
長
10
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
ハ
ク
ジ
ラ
の
仲
間
で
あ
り
、
小
笠
原
の
沖
合
海
域

に
も
一
年
中
生
息
し
て
い
ま
す
。
メ
ス
は
ユ
ニ
ッ
ト

と
呼
ば
れ
る
母
方
の
集
団
を
作
り
、
群
れ
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
ハ
ク
ジ
ラ
の
仲
間
は
、
餌
を
探
す
の
に

カ
チ
カ
チ
と
い
う
パ
ソ
コ
ン
の
マ
ウ
ス
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
よ
う
な
音(

ク
リ
ッ
ク
音)

を
使
う
の
で
す
が
、

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
は
、
餌
を
探
す
以
外
に
も
ク
リ
ッ

ク
音
を
出
す
間
隔
に
リ
ズ
ム
を
付
け
て
連
続
し
て
発

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
連
続
し
た

ク
リ
ッ
ク
音
は
コ
ー
ダ
と
呼
ば
れ
、
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と

に
少
し
ず
つ
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
違
う
た
め
、
マ
ッ
コ

ウ
ク
ジ
ラ
の
世
界
に
お
け
る
「
方
言
」
の
よ
う
な
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
コ
ー
ダ

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
似
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
の
集
ま
り

は
ク
ラ
ン(

氏
族)

と
呼
ば
れ
、
文
化
的
に
も
近
い
集

団
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
報
告
さ
れ
た
論
文
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
太
平

洋
の
23
地
域
で
録
音
さ
れ
た
、
実
に
２
万
３
千
を

超
え
る
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
コ
ー
ダ
を
解
析
す
る
と

い
う
、
大
規
模
な
研
究
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
太
平
洋
に
は
７
つ
の
ク
ラ
ン
が
存
在
し
、
そ
れ

ら
は
地
理
的
に
多
様
に
重
な
り
合
っ
て
分
布
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
別
々
の
ク

ラ
ン
同
士
の
分
布
が
重
な
っ
て
い
る
ほ
ど
、
各
ク
ラ

ン
で
使
わ
れ
る
特
有
の
コ
ー
ダ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が

似
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。
つ

ま
り
、
異
な
る
文
化
の
集
団
と
生
活
範
囲
が
被
っ
て

い
る
ほ
ど
、
使
う
方
言
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
違
う
方

が
ク
ジ
ラ
同
士
も
メ
ン
バ
ー
を
区
別
し
や
す
い
よ

ね
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。 

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
は
地
味
な
印
象
を
持
た
れ
が
ち

な
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
で
す
が
、
私
た
ち
と
似
た
文
化

的
な
側
面
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
と
知
る
と
、
そ

の
生
態
に
少
し
興
味
が
わ
い
て
き
ま
せ
ん
か
？ 

 【
引
用
】Hersh et al. (2022) Evidence 

from sperm whale clans of symbolic 

marking in non -human cultures. PNAS

、 

19(37)

、 e2201692119.  

●
問
合
せ
先 

 

一
般
社
団
法
人 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ) 

２
ー
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
257 

 ―

謎
に
つ
つ
ま
れ
た
幼
体
期―

 

 

島
は
す
っ
か
り
秋
め
い
た
雰
囲
気
と
な
り
ま
し

た
。
２
月
頃
か
ら
始
ま
っ
た
小
笠
原
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ

メ
た
ち
の
繁
殖
活
動
は
終
わ
り
を
迎
え
、
今
年
も
多

く
の
子
ガ
メ
た
ち
が
誕
生
し
、
海
へ
と
旅
立
っ
て
行

き
ま
し
た
。
ま
だ
あ
ど
け
な
い
子
ガ
メ
た
ち
が
晴
れ

て
海
へ
と
向
か
っ
て
行
く
姿
は
私
た
ち
の
感
動
を
誘

い
、
た
く
ま
し
い
姿
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
す
。 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
ま
れ
た
子
ガ
メ

を
１
年
程
飼
育
し
、
大
き
く
し
た
後
に
標
識
を
装
着

し
て
放
流
す
る
活
動
に
長
年
取
り
組
ん
で
お
り
、
放

た
れ
た
子
ガ
メ
た
ち
が
、
３
～
４
年
後
に
日
本
の
太

平
洋
沿
岸
域
に
定
住
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
主
食
で
あ
る
海
藻
類
を
食
べ
な
が
ら
成

長
を
続
け
、
大
人
に
な
る
と
、
繁
殖
の
た
め
に
小
笠

原
へ
帰
っ
て
来
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す 

で
は
、
生
ま
れ
て
海
へ
と
旅
立
っ
た
直
後
の
子
ガ

メ
た
ち
は
、
ど
こ
で
生
活
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
子
ガ
メ
た
ち
は
海
へ
入
る
と
、「
フ
レ
ン
ジ

ー
」
と
呼
ば
れ
る
、
砂
浜
か
ら
遠
く
離
れ
た
沖
合
ま

で
一
心
不
乱
に
泳
ぐ
行
動
を
と
り
ま
す
。
無
事
に
沖

合
へ
た
ど
り
着
け
た
子
ガ
メ
は
、
そ
こ
で
し
ば
ら
く

カ
ニ
や
エ
ビ
の
幼
生
な
ど
を
エ
サ
と
し
な
が
ら
漂
っ

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林 

簡
易
講
習
会
に
つ
い
て
（父
島
・母
島) 
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て
過
ご
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

そ
こ
か
ら
沿
岸
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
３
～
４
年
の

間
、
実
際
に
旅
立
っ
た
子
ガ
メ
た
ち
が
沖
合
で
発
見

さ
れ
る
事
は
ま
れ
で
す
。
は
っ
き
り
と
し
た
生
態
が

分
か
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
沖
合
で
過
ご
す
時
期

は
ウ
ミ
ガ
メ
の
成
長
過
程
に
お
い
て
「
ロ
ス
ト
イ
ヤ

ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
大
海
原
を
回
遊
し
な
が
ら
生
活

し
て
い
る
た
め
、
そ
の
生
態
を
調
べ
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
く
、
長
い
時
間
を
要
し
ま
す
。
ア
オ
ウ
ミ
ガ

メ
の
詳
し
い
生
態
は
、
解
明
さ
れ
て
き
た
部
分
も
多

い
で
す
が
、
多
く
が
ま
だ
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
の
で

す
。 

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中―

 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 

２―

２
８
３
０ 

８
時
～
17
時
以
外
は 

０
９
０―

１
４
６
１―

３
１
７
１ 

（認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://bonin -ocean.net   

   

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」 

 

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」
で
は
、
戦
前
に
硫
黄
島

で
暮
ら
し
て
い
た
島
の
人
た
ち
の
日
常
を
村
民
の
皆

さ
ん
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
転
載
元
の
書

誌
情
報
は
村
民
だ
よ
り
746
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

硫
黄
島
編(

２) 

─
─

学
校
帰
り
に
？ 

 

こ
れ
と
こ
れ
を
買
っ
て
き
て
っ
て
。
元
山
の
と
こ

ろ
に
「
事
務
所
」［
＝
硫
黄
島
産
業
株
式
会
社
が
経

営
す
る
事
務
所
］
っ
て
あ
っ
て
。
そ
う
い
う
お
米
と

か
。
お
米
は
［
自
分
が
お
つ
か
い
で
］
買
っ
た
こ
と

は
な
い
け
ど
、
俵
で
持
っ
て
来
る
か
ら
。
お
醤
油
と

か
、
お
味
噌
と
か
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
［
＝
フ
サ
子
さ
ん

の
母
］
に
言
わ
れ
て
。
学
校
の
帰
り
に
買
っ
て
く

る
。
あ
ん
ま
り
重
い
と
、
元
山
に
Ｋ
っ
て
い
う
鍛
冶

屋
さ
ん
が
い
た
の
、
事
務
所
の
裏
に
。
そ
こ
に
置
い

て
お
く
と
、
お
兄
さ
ん
［
＝
フ
サ
子
さ
ん
の
長
兄
の

鬼
和
男
］
が
牛
車
で
持
っ
て
帰
っ
て
き
て
く
れ
る

の
。 

─
─

お
兄
さ
ん
は
そ
の
頃
小
学
生
で
し
ょ
う
？ 

 

ち
が
う
よ
。
一
番
上
の
お
兄
さ
ん
は
学
校
卒
業
し

て
い
た
か
ら
。 

─
 ─

そ
の
頃
か
。
じ
ゃ
あ
、
ち
ゃ
ー
ち
ゃ
ん
［
＝

フ
サ
子
さ
ん
］
が
小
学
校
の
終
わ
り
の
こ
ろ
ね
。 

 

昔
は
尋
常
高
等
小
学
校
っ
て
言
っ
た
の
。
高
等
科

に
入
っ
て
、
一
番
上
の
お
兄
さ
ん
は
卒
業
し
て
い
た

ね
。
二
番
目
が
高
等
［
小
学
校
］
２
年
く
ら
い
。
私

が
小
学
生
６
年
く
ら
い
。
そ
っ
ち
で
、
あ
ん
た
、
真

っ
暗
な
夜
に
、
急
に
引
揚
げ
［
＝
強
制
疎
開
］
だ
っ

て
。
大
き
く
て
も
、
小
さ
く
て
も
、［
荷
物
は
］
３

個
し
か
持
て
な
い
っ
て
。
う
ち
の
長
男
［
＝
フ
サ
子

さ
ん
の
長
兄
の
鬼
和
男
］
が
、
牛
車
に
乗
せ
て
く
れ

て
、
真
っ
暗
な
砂
浜
か
ら
。
漁
船
だ
か
何
だ
か
知
ら

な
い
よ
、［
船
の
］
地
下
に
入
れ
ら
れ
て
。
ど
ん
ど

ん
ど
ん
ど
ん
入
れ
ら
れ
て
。
そ
れ
で
、
一
番
上
の
お

兄
さ
ん
［
＝
鬼
和
男
］
が
、「
妹
た
ち
の
こ
と
は
頼

む
よ
！
」
っ
て
言
っ
た
の
。
そ
れ
を
覚
え
て
い
る

の
。
真
っ
暗
な
砂
浜
だ
っ
た
。 

─
─

牛
と
か
も
食
べ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
？ 

 

食
べ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
よ
。
そ
れ
で
私
が
引
揚
げ
の

こ
ろ
は
、
う
ち
か
ら
道
路
は
ず
ー
っ
と
［
両
側
に
］

タ
マ
ナ
の
木
が
生
え
て
い
て
、
う
ち
ま
で
。
い
っ
ぱ

い
俵
が
積
ん
で
あ
っ
た
。
戦
争
中
［
＝
地
上
戦
準
備

中
］
は
、
臼
で
玄
米
を
搗
い
て
、
ご
飯
炊
い
て
、
お

に
ぎ
り
に
し
て
。
自
然
の
壕
［
の
中
に
い
る
兵
隊
さ

ん
］
に
持
っ
て
行
っ
て
、
食
べ
た
の
。
餅
つ
く
臼
だ

よ
。』 

─
─

お
正
月
は
ど
う
や
っ
て
や
る
の
？ 

 

ち
ゃ
ん
と
や
っ
た
よ
。
カ
ズ
ノ
コ
は
こ
ん
な
大
き

い
す
り
鉢
に
い
っ
ぱ
い
浸
け
て
あ
っ
て
、
よ
く
つ
ま

ん
だ
よ
。
硫
黄
島
［
産
業
］
株
式
会
社
に
皆
収
め
る

で
し
ょ
う
、
コ
カ
を
。
う
ち
な
ん
か
コ
カ
イ
ン
作
っ

て
た
か
ら
。
砂
糖
は
自
分
ち
で
食
べ
る
分
く
ら
い
は

作
っ
て
る
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
も
作
っ
て
た
。［
硫
黄
島

か
ら
は
］
コ
カ
イ
ン
を
送
る
で
し
ょ
う
。
内
地
か
ら

は
、
お
米
と
か
、
お
醤
油
と
か
、
味
噌
と
か
み
ん
な

来
る
ん
だ
よ
。
お
酒
は
自
分
ち
で
で
き
る
か
ら
。

［
砂
糖
は
］
こ
ん
な
大
き
い
釜
が
あ
る
ん
だ
よ
。
サ

ト
ウ
キ
ビ
を
、
ロ
ー
ラ
ー
み
た
い
の
で
絞
っ
て
、
つ

ゆ
が
タ
ン
ク
に
、
１
回
、
２
回
、
３
回
［
と
移
し

て
］、
飴
み
た
い
に
炊
く
の
。
う
ち
の
お
父
さ
ん

が
。
そ
れ
を
「
と
う
ろ
鉢
」
っ
て
い
う
大
き
い
［
器

具
］
に
流
し
て
、
砂
糖
に
な
る
の
。 

・
・
・
次
回
「
硫
黄
島(

３)

」
に
つ
づ
く 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

      

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
八
十
九
貝
「
マ
イ
マ
イ
の
エ
モ
字
」 

 

〇
保
護
増
殖 

@jj

。
マ
イ
マ
イ
へ
の
想
い
を
込
め
て
、
こ
の
10

年
ほ
ど
、
メ
ー
ル
の
署
名
は
こ
の
字
で
囲
ん
で
い

る
。
以
前
は
学
生
時
代
か
ら
研
究
し
て
い
た
蟻
を
模

し
た
字
に
し
て
い
た
が
、
こ
こ
し
ば
ら
く
は
寝
て
も

覚
め
て
も
だ
い
ぶ
マ
イ
マ
イ
な
の
で
。 

メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
ハ
ワ
イ
の
研
究
者
と
し
て

い
た
ら
、「@jj

ナ
イ
ス
！
」
と
褒
め
て
く
れ
た
。

海
外
の
方
に
も
字
の
意
味
が
伝
わ
る
こ
と
を
喜
ん
で

い
た
ら
、
い
つ
の
ま
に
か
彼
の
署
名
欄
に
も
た
く
さ

ん
の@jj

が
並
ん
で
い
た
。
つ
い
こ
の
間
は
、
長
く

マ
イ
マ
イ
の
繁
殖
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
南
の
島

の
水
族
館
職
員
の
署
名
に
も@jj

が
出
現
し
た
こ
と

に
気
が
付
い
た
。
３
文
字
が
活
躍
し
て
く
れ
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
越
し
の
保
護
増
殖
も
順
調
で
あ
る
。 

〇
目
覚
ま
し 

回<:…

ヘ
タ
ナ
リ
エ
ン
ザ
ガ
イ
は
平
た
い
独
楽
。 

員ii…

ボ
ニ
ン
ス
ナ
ガ
イ
は
極
小
の
俵
。 

!!A…

ハ
ハ
ジ
マ
ヤ
マ
キ
サ
ゴ
は
お
に
ぎ
り
山
の
殻

に
角
の
根
元
の
眼
が
キ
ュ
ー
ト
。 

                 

資
料
を
読
む
の
が
苦
手
で
、
つ
い
眠
く
な
っ
て
し

ま
う
の
だ
が
、
文
字
だ
ら
け
の
森
の
中
に
巻
き
や
眼

柄
が
覗
く
と
少
し
だ
け
目
が
覚
め
る
。(

会
議
で
い

つ
も
眠
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん) 

 

〇
責
任
転
嫁 

 

メ
ー
ル
の
返
信
が
滞
っ
た
と
き
、
最
後
に@jj

を

つ
け
て
助
け
て
も
ら
お
う
と
す
る
。
マ
イ
マ
イ
と
過

ご
し
て
ば
か
り
い
て
、
つ
い
マ
イ
マ
イ
の
よ
う
な
ペ

ー
ス
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
と
、
許
し
て
い
た

だ…

け
た
ら
い
い
な
と
期
待
し
た
り
し
て…

。(

マ

イ
マ
イ
の
せ
い
に
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
、
以
後

気
を
付
け
ま
す…

@ii)  

 

【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
森
英
章 

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
野
恵 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２―

３
１
１
７ 
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 動物派遣診療のご案内   

日頃より、ペットの登録や適正飼養にご協力いただき、ありがとうございます。 

このたび、「飼い主の方に犬や猫をきちんと大切に飼ってもらうこと」を目的に、東京都獣医師会による

動物派遣診療を実施します。小笠原でペットと共に暮らすには、「生態系に影響を与えるような動物を

むやみに増やさない」「捨てない・逃がさない」「公衆衛生の低下を引き起こさない」ことが重要です。 

ペットのしつけや飼育環境の相談、避妊去勢手術など、この機会にぜひご利用ください。 

小笠原村では、令和３年４月から「ペット条例」を施行し、ルール１と２が

開始しました。ルール３と４は検討を進めながら段階的に開始予定です。（ル

ール１から４については右図参照）   

ルール１のペットの適正飼養は、右図のとおり８つのポイントがあります。

ルール２のペットの飼養登録では、村内で３０日を超えてペットを飼う場合、

村役場にて登録をしていただきます。島内で捕まえた生き物も、３０日を超え

て飼う場合は登録が必要です。もし、観察後に自然に返すなどの場合は、必ず

元いた場所へ放してください。 

※ペットにはハムスターやウサギなどの哺乳類、鳥、昆虫、魚、爬虫類などを含みます。 

人とペットと野生動物が共存できる島になるための   

「小笠原村愛玩動物の適正な飼養及び管理に関する条例（ペット条例）」 

◆犬・猫 避妊去勢手術 
東京都獣医師会から派遣された獣医師による父島・母島の犬・猫の避妊去勢手術を実施します。 

≪申込期間≫ 10月 7日（金）まで 

≪実施場所≫ 動物対処室（父島）   ≪実施期間≫ 10月 25日（火）～28日（金） 

ご希望の方は、日時や費用などの詳細について、動物対処室（070-1054-3467）にご確認ください。 

○予約方法 
≪申込期間≫ 10月 19日（水）まで  

※土日祝は除く 午前 8時～正午、午後 1時 30分～5時 15分の間 

≪申 込 先≫ 動物対処室  

（070-1054-3467）まで お電話ください。 

◆犬・猫 しつけ教室 
動物の行動学が専門である入交獣医師が、しつけや飼い方について無料

で個別にアドバイスします。 

入交
いりまじり

 眞巳
ま み

 獣医師  

獣医学博士・米国獣医行動学専門医(ACVB） 

どうぶつの総合病院・行動診療科主任 
経歴: 旧日本獣医畜産大学卒業後、都内動物病

院に勤務し、アメリカで動物行動学を修める。 

動物行動学に基づく適格なアドバイスに定評

があり、通常の診察を行う他、書籍の出版、多数

の講演会への出席や原稿の執筆などを手がける。 

●主 催：小笠原動物協議会（環境省小笠原自然保護官事務所、林野庁小笠原諸島森林生態系保全センター、東京都小笠原支庁、    
小笠原村、NPO小笠原自然文化研究所、（公社）東京都獣医師会） 

●協 力 ：飼い主の会（ＯＰＯ、２９９の会）          ●事務局：小笠原村環境課〈問い合わせ先〉２－２２７０ 

○日時・場所 
 母島 （会場：母島支所） 父島 （会場：扇浦交流センター） 

 10／21（金） 10／22（土） 10／25（火） 10／26（水） 10／27（木） 10／28（金） 

午前  9時～12時 9時～12時 9時～12時 9時～12時 9時～12時 

午後 1時半～４時半 1時半～４時半 1時半～４時半 1時半～４時半 1時半～４時半 1時半～４時半 
※各日 30分単位で予約をしてください。 
※相談内容によっては 2コマ（1時間）も可能ですので、予約時にご相談ください。 

○注意事項等 
・予約は先着順です。 

・送迎キャリーが必要な方は予約の際にその旨お申し出ください。 

・飼い猫の室内飼養についてお困りの方は、獣医師がご自宅などに訪問させていただきアドバイスすることも可能ですので、

お気軽にご相談ください。 

ペットが逃げてしまった時には！ 

野外に放されたペットは、人や野生生物に悪影響を及ぼす

恐れがあります。ペットが逃げてしまった場合や、逃げだし

たペットを見かけた場合は、直ちに村役場にご連絡ください。 
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手洗いができない時はアルコール消毒をしましょう 

アルコール消毒だけではだめなの？ 

アルコール消毒のタイミング 

 
 

                                

                                 

                                
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

― 村民課福祉係 ― 

― 第２72 号 ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：手を洗うことで手についたウイルスをかなり減らすことができるんだね！ 

保健師：そうなんです。「しっかり」洗うことが大切ですよ。指先、指の間、手の甲など特に洗い残しが

起きやすいので注意が必要です。 

クジラ：爪を短くしておいたり、手を洗う時に指輪、時計を外すことも大切だね！ 

 

 新型コロナウイルス感染症はまだ猛威を振っていますが、これからの時期はインフルエンザや感染性胃腸炎など

の感染症が流行する時期になります。感染症予防の基本は手洗いです。今回は正しい手洗いの方法について一緒に

確認していきましょう！ 

 手は、一番ウイルスがつきやすい部分です。石けんを使

うことよって手についたウイルスの数を大幅に減らすこ

とができます。 

 

正しい手の洗い方 手洗いの６つのタイミング 

 感染性胃腸炎の原因ともなるノロウイルスは「膜」を持たないため、アルコール消毒はあまり効

果がありません。またアルコール消毒は、汚れを落とす効果はありません。手洗いができる時には

せっけんを使い手洗いをするようにしましょう。 

 手を洗うタイミングは意外と多くあります。「まあ、い

いかな？」と抜けている場合もあったのではないでしょう

か？ 

 

 手洗いがすぐにできない状況では、アルコール消毒も有効です。アルコールは、ウイルスの「膜」を壊

すことで無毒化する効果があります。ポンプ式ではワンプッシュ押し切った時に出る量が適量とされて

います。指先から手首まで 15 秒以上しっかり擦り込むようにしましょう。有効とされるアルコールの

濃度は、75～95％とされています。 

 ウイルスが付きやすいところとは、狭い空間や人が触れやすいところです。おうちの中だけでなく、飲食店やトイレ

などの共有エリアなども注意が必要です。おうちの中では照明スイッチやリモコンなど、外出先ではドアノブやお金な

どを触った後は、アルコール消毒をしましょう。 



出港日 出港日

小笠原高校　図書館開放

都ノヤギ排除 都ノヤギ排除
皮膚科専門診療(父島)(～７日)

都ノヤギ排除 都ノヤギ排除

シロアリ対策事業(第２回)申込(～14日) 乳幼児健診・歯科健診(母島)

巡回ペット診療・相談(母島)申込〆切 観光マーケティング調査・観光局事業報告会

都ノヤギ排除 村ノヤギ駆除

巡回労働相談(母島) 行政相談所の開設(父島)

巡回ペット診療・相談(母島)(～５日) 犬・猫しつけ教室申込〆切

日商簿記検定申込(～20日)

村ノヤギ駆除 入港日

都ノヤギ排除

東京都児童センターによる巡回相談(母島)(～21日)

拡大版アクティブ・レンジャー写真展(～11/10)

小笠原小学校会計年度任用職員募集申込〆切

入港日 産科・婦人科専門診療(母島)

都ノヤギ排除 犬・猫しつけ教室(母島)(～22日)

定期予防接種(父島)(母島) 高齢者向けスマートフォン体験会・相談会申込〆切

犬・猫避妊去勢手術(父島)申込〆切 東京都児童センターによる巡回相談(父島)(～2３日)

出港日

インフルエンザ予防接種(父島)
子ども茶道教室④

小笠原高校　図書館開放

出港日 産科・婦人科専門診療(父島)(～28日)
子ども茶道教室③ 小笠原中学校学校公開(～29日)

小笠原高校　図書館開放 ははじま丸周遊クルーズ(父島列島編)申込〆切

都ノヤギ排除 犬・猫しつけ教室(父島)(～28日)

犬・猫避妊去勢手術(父島)(～28日)

森林生態系保護地域入林簡易講習会申込〆切

都ノヤギ排除 入港日

診療所歯科休診(父島)(～20日) 都ノヤギ排除
スノーケリングインストラクター認定講習(～28日)

村ノヤギ駆除 眼科専門診療(母島)(２８日)
高齢者向けスマートフォン体験会・相談会(父島)

入港日 高齢者向けスマートフォン体験会(母島)

乳幼児健診・歯科健診(父島) 電話無料法律相談(第二東京弁護士会)

法律相談(東京第三弁護士会)(母島)

都ノヤギ排除

法律相談(東京第三弁護士会)(父島) 出港日
子育て個別相談申込〆切 高齢者向けスマートフォン相談会(母島)

違法建築防止週間(～21日) 都ノヤギ排除

眼科専門診療(父島)(～２日)

ははじま丸周遊クルーズ(父島列島編)

子ども茶道教室⑤

都ノヤギ排除

ビジターセンター講演会
個人住民税(第３期)、国民健康保険税(第３期)ほか納期限

介護福祉士募集申込〆切

16 日

日付曜日 行　事　予　定 日付曜日

1

行　事　予　定

土

3 月 18 火

日 17 月2

5 水 20

4 火 19 水

7

木

6 木

金 22 土

21 金

9

8

日 24 月

23 日土

11

10

火 26 水

25 火月

27 木12 水

14

13

金 29 土

30 日

28 金木

31 月

15 土

スポーツの日



村民だより１０月号 差し込み原稿 

 

 

原付免許学科試験 

【試験日時】 

令和４年１０月２２日（土）午前９時から 

 

【申込締切】 

令和４年１０月２１日（金）午後４時３０分まで 

 

※申込書は、警察署及び母島駐在所にあります。 

 

【試験場所】 

小笠原警察署 

 

《学科試験合格者について》 

 実技講習を、令和４年１１月２３日（木）勤労感謝の日に 

警察署敷地内での整備点検要領及び島内路上走行訓練を実施予定。 

※実技講習は天候等諸事情により、変更することがあります。 

 

 

●問合せ先 

 警視庁小笠原警察署 交通係 ０４９９８－２－２１１０ 


